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16令和元年9月定例会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

令
和
元
年
７
月
23
日
㈫
～
25
日
㈭

⑴
　
静
岡
県
三
島
市

★�

三
島
市
の
防
災
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

三
島
市
の
防
災
に
対
す
る
姿
勢
は
常
に
有

事
を
想
定
し
て
お
り
、多
岐
に
わ
た
る
訓
練
の

数
々
を
実
施
し
て
い
る
。特
に「
自
助
・
共
助
」

を
担
う
自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
非
常
に
活

発
で
あ
り
、防
災
訓
練
の
実
施
回
数
の
多
さ
に

驚
か
さ
れ
た
。佐
渡
市
と
し
て
も
参
考
に
な
る

の
は
、避
難
所
の
鍵
は
誰
が
保
管
し
て
い
る
の

か
と
い
う
点
で
、三
島
市
で
は
自
主
防
災
組
織

の
会
長
が
避
難
所
の
鍵
を
所
持
し
て
い
る
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、各
地
域
の
防
災
倉
庫
の
中
に

も
保
管
さ
れ
て
い
る
。又
、３
名
の
現
地
配
備
員

（
行
政
職
員
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
）も
鍵
を

保
有
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、避
難
所
に
よ
り

早
く
着
い
た
人
が
鍵
を
開
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。三
島
市
の
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
問
う
と
、自
主
防
災
組
織
の
長
が
交
代
し
て

も
同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の
を
組
織
内
で
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。佐
渡

市
の
こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
こ
と
は
、災
害
発
生

時
に
重
要
な
の
は
ま
ず「
自
助
」で
あ
り
次
に

「
共
助
」、最
後
に「
公
助
」が
来
る
と
い
う
基

本
原
則
を
啓
発
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

⑵
　
兵
庫
県
宝
塚
市

★�

学
校
給
食
に
係
る
基
本
方
針
等
に

つ
い
て

　

宝
塚
市
は
各
学
校
の
給
食
室
で
調
理
す
る

自
校
調
理
方
式
で
完
全
給
食
を
実
施
し
、
手

作
り
を
基
本
と
し
て
児
童
生
徒
た
ち
が
食
べ

る
直
前
に
仕
上
げ
「
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
」
提
供
す
る
よ
う
に

地
産
地
消
も
含
め
心
掛
け
て
い
る
。
又
、
ア

レ
ル
ギ
ー
食
へ
の
対
応
と
し
て
、
学
校
と
保

護
者
が
十
分
に
話
し
合
い
、
原
因
食
物
や
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
へ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
共

通
認
識
を
持
ち
、
児
童
生
徒
も
楽
し
く
食
べ

ら
れ
る
除
去
食
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。
佐

渡
市
は
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
推

進
と
い
え
ど
も
、

宝
塚
市
の
よ
う

な
取
り
組
み
を

参
考
に
十
分
に

審
議
し
行
う
べ

き
で
あ
る
。

市
民
厚
生

常
任
委
員
会

令
和
元
年
５
月
27
日
㈪
～
29
日
㈬

⑴
　
岡
山
県
奈
義
町

★�

岡
山
県
奈
義
町
の
子
育
て
応
援
宣

言
の
取
組
み

　

奈
義
町
は
山
間
部
の
人
口
約
６
千
人
の
町

だ
が
、子
育
て
応
援
宣
言
を
し
全
国
で
合
計
特

殊
出
生
率
を
ト
ッ
プ
に
ま
で
持
っ
て
い
き
、半
数

以
上
の
家
庭
が
子
ど
も
３
人
以
上
で
あ
る
そ
の

取
り
組
み
は
、支
援
制
度
、施
設
、人
、物
、情

報
、住
ま
い
、仕
事
、お
金
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
需

要
を
行
政
と
市
民
参
加
と
で
知
恵
と
力
を
集

め
て
事
業
化
し
た
成
果
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。

⑵
　
兵
庫
県
淡
路
市

★�

あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
の
み
）

　

あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
は
、県
、島
内
３

市
、民
間
事
業
者
の
連
携
に
よ
り
推
進
さ
れ
て

い
る
。今
回
は
主
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
性

常
任

　

委
員
会

行
政
視
察
報
告

三島市の常設災害対策本部室



第62号　佐渡市議会だより

17 令和元年9月定例会

に
つ
い
て
視
察
し
、太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
、

竹
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
、潮
流
発
電
に
つ
い
て
積
極

的
に
質
問
を
し
た
。自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ほ
と
ん

ど
が
太
陽
光
由
来
で
あ
り
、安
定
供
給
の
た
め

に
は
蓄
電
設
備
や
海
中
送
電
線
が
も
う
1
本

あ
れ
ば
も
っ
と
活
用
で
き
る
と
の
こ
と
。潮
流
発

電
は
、条
件
か
ら
実
現
性
が
低
い
こ
と
が
分
か

り
調
査
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
。竹
は
竹
林
面
積

が
広
が
っ
て
い
る
た
め
住
民
参
加
に
よ
り
伐
採
・

活
用
さ
れ
て
い
る
が
採
算
性
は
低
い
と
の
こ
と
。

⑶
　
兵
庫
県
明
石
市

★�

明
石
こ
ど
も
総
合
支
援
条
例
、
離

婚
前
後
の
こ
ど
も
養
育
支
援
、
あ

か
し
プ
レ
パ
パ
手
帳
の
取
組
み

　

明
石
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
原
則「
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
」を
追
求
し
①
す
べ
て
の
こ
ど
も
た

ち
を
②
ま
ち
の
み
ん
な
で
③
こ
ど
も
目
線
で

④
本
気
で
応
援
の
4
本
で
あ
り
、積
み
上
げ

て
き
た
子
育
て
事
業
が
、市
長
が
代
わ
っ
て
も

継
続
さ
れ
る
よ
う
に
と
明
石
市
こ
ど
も
総
合

支
援
条
例
を
策
定
し
た
。民
間
の
専
門
家
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
活
用
し
な
が
ら
組
み
立
て
た

明
石
市
の
き
め
細
か
い
事
業
は
、法
務
省
が

参
考
に
し
て
政
策
に
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

◆
所
感

　

子
育
て
事
業
は
い
ず
れ
も
首
長
の
本
気
度

に
よ
る
成
果
を
感
じ
、
実
り
多
い
視
察
と
な

っ
た
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

令
和
元
年
5
月
22
日
㈬
～
24
日
㈮

　

農
林
水
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
雇
用

創
出
に
対
し
、
行
政
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
視
察
先

を
選
定
し
、
高
知
県
四
万
十
町
、
黒
潮
町
へ

訪
問
し
た
。

⑴
　
高
知
県
四
万
十
町

★�

元
第
三
セ
ク
タ
ー
の
地
域
商
社

「
四
万
十
ド
ラ
マ
」

　

合
併
前
の
３
町
村
が
立
ち
上
げ
た

「
四
万
十
ド
ラ
マ
」は
元
農
協
職
員
で
あ
っ
た

現
在
の
社
長
が
地
域
に
既
に
あ
る
商
品
に
ス
ト

ー
リ
ー
と
い
う
付
加
価
値
を
乗
せ
、高
単
価
商

品
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。現
在
は
出
資
自
治

体
か
ら
株
式
を
買
い
戻
し
、地
域
住
民
に
売
却

し
、完
全
民
営
で
運
営
し
て
い
る
。

　

売
上
は
約
３
億
円
、約
30
名
を
雇
用
。

★�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
さ
れ
た

四
万
十
町
次
世
代
施
設
園
芸
団
地

　

国
と
高
知
県
か
ら
大
き
な
補
助
を
受
け
た

県
内
の
３
社
が
高
知
県
の
土
地
を
活
用
し
て

東
京
ド
ー
ム
１
個
分
も
あ
る
園
芸
団
地
を
整

備
し
た
。

　

こ
の
園
芸
団
地
で
は
農
業
先
進
国
で
あ
る

オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
で
ト
マ
ト
を
水
耕
栽
培
し
、

高
品
質
・
多
収
量
・
周
年
安
定
生
産
を
行
な

っ
て
い
る
。
主
な
顧
客
は
大
手
の
食
品
メ
ー

カ
ー
や
フ
ァ
ミ
レ
ス
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ

ー
ン
。
高
知
県
の
東
京
・
大
阪
事
務
所
が
積

極
的
に
営
業
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

３
社
合
計
で
売
上
は
約
６
億
円
、
約

1
0
0
名
を
雇
用
。

⑵
　
高
知
県
黒
潮
町

★�

黒
潮
町
長
が
社
長
の
缶
詰
工
場

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
全
国
一
高
い
津
波

の
到
達
が
想
定
さ
れ
て
い
る
高
知
県
黒
潮
町
。

　
「
防
災
」と
い
う
観
点
か
ら
、缶
詰
を
販
売

し
、雇
用
を
創
り
だ
そ
う
と
町
長
自
ら
が
立

ち
上
げ
た
第
三
セ
ク
タ
ー「
黒
潮
町
缶
詰
製

作
所
」で
は
都
会
の
20
代
か
ら
30
代
の
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、オ
シ
ャ
レ
な
パッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
の
高
級
缶
詰
を
販
売
し
て
い
る
。

　

売
上
は
平
成
28
年
度
で
約
６
８
０
０
万
円
、

約
10
数
名
を
雇
用
。

◆
所
感

　

本
気
で
地
域
の
雇
用
創
出
を
考
え
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
公
社
や
第
３
セ
ク
タ
ー
、
民

間
と
い
う
縛
り
を
設
け
ず
に
、
地
元
に
住
む

若
い
方
が
意
欲
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
作

る
事
が
ト
ッ
プ
の
使
命
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
た
視
察
で
あ
っ
た
。

四万十町のトマト栽培施設

奈義町役場正面玄関
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【第5回（8月）臨時会】	 ◎は全会一致で可決、○は賛成多数で可決、×は否決、△は継続審査

議案の番号 件　名 審議結果

議案第75号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度佐渡市一般会計補正予算
（第６号）について） ◎

議案第76号 財産の無償譲渡について（伝統文化と環境福祉の専門学校） ◎

【第6回（9月）定例会】	 ◎は全会一致で可決、○は賛成多数で可決、×は否決、△は継続審査

議案の番号 件　名 審議結果

議案第77号 佐渡市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ◎

議案第78号 佐渡市立幼稚園条例及び佐渡市へき地保育園条例の一部を改正する条例の制定に
ついて ◎

議案第79号 佐渡市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について ◎

議案第80号 佐渡市議会議員及び佐渡市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定について ◎

議案第81号 佐渡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について ◎

議案第82号 佐渡市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について ◎

議案第83号 公の施設に係る指定管理者の指定について（佐渡市ケーブルテレビ放送施設） ◎

議案第84号 財産の無償貸付について（佐渡市栽培漁業センター） ○

議案第85号 令和元年度佐渡市一般会計補正予算（第７号）について 修正可決

議案第86号 令和元年度佐渡市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ◎

議案第87号 令和元年度佐渡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第88号 令和元年度佐渡市介護保険特別会計補正予算（第３号）について ◎

議案第89号 令和元年度佐渡市下水道特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第90号 令和元年度佐渡市歌代の里特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第91号 令和元年度佐渡市すこやか両津特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第92号 令和元年度佐渡市病院事業会計補正予算（第１号）について ◎

議案第93号 令和元年度佐渡市水道事業会計補正予算（第１号）について ◎

議案第94号 両津クリーンセンター一部（煙突・雨水調整池）解体工事請負契約の締結につい
て ◎

議案第95号 平成30年度佐渡市一般会計歳入歳出決算の認定について △

議案第96号 平成30年度佐渡市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第97号 平成30年度佐渡市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第98号 平成30年度佐渡市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第99号 平成30年度佐渡市下水道特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第100号 平成30年度佐渡市小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定について △

議 案 等 の 審 議 結 果 一 覧
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◇賛否等の内訳　　上表の賛否の分かれた議案(網掛け)について、議員別に賛否等を公表します。

議
案
等
の
番
号

議
決
結
果

賛否
の別 新生クラブ 政友会

日本
共産党
市議団

市
政
会

地域政策
研究会

公
明
党

国
民
民
主
党

政風会 無会派
議
長��

猪　

股　

文　

彦

賛
成

反
対

佐
々
木　

ひ
と
み

広　

瀬　

大　

海

上　

杉　

育　

子

駒　

形　

信　

雄

金　

田　

淳　

一

佐　

藤　
　
　

孝

稲　

辺　

茂　

樹

岩　

﨑　

隆　

寿

中　

川　

直　

美

中　

村　

良　

夫

竹　

内　

道　

廣

後　

藤　

勇　

典

渡　

辺　

慎　

一

祝　
　
　

優　

雄

山　

田　

伸　

之

近　

藤　

和　

義

室　

岡　

啓　

史

坂　

下　

善　

英

伊　

藤　
　
　

剛

宇　

治　

沙
耶
花

荒　

井　

眞　

理

84 可
決 17 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

85
修正

可
決 21 ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85
修正
除く
原案

可
決 17 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

請３ 否
決 ７ 13 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ 退 ● ○ ● ● ○ ● ○

※�○は賛成、●は反対、退は退席、欠は欠席。なお、議長は採決に加わらない。

議案の番号 件　名 審議結果

議案第101号 平成30年度佐渡市歌代の里特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第102号 平成30年度佐渡市すこやか両津特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第103号 平成30年度佐渡市五十里財産区特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第104号 平成30年度佐渡市二宮財産区特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第105号 平成30年度佐渡市新畑野財産区特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第106号 平成30年度佐渡市真野財産区特別会計歳入歳出決算の認定について △

議案第107号 平成30年度佐渡市病院事業会計決算の認定について △

議案第108号 平成30年度佐渡市水道事業会計決算の認定について △

請願第２号 「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実
を求める意見書」の採択に関する請願 ◎

請願第３号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 ×

陳情第６号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆
伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情 審議未了

陳情第10号 新潟交通グループに対する適正なる助成金の支出を求める陳情 △

陳情第12号 日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書の
採択を求める陳情 △

陳情第15号 地産地消の促進についての陳情 △

陳情第16号 学校給食センター調理・配送業務の民間委託に関する陳情 ◎

発議案
第８号 佐渡市議会議員政治倫理条例の制定について ◎

発議案
第９号

学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実を
求める意見書の提出について ◎




